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６月２６日（月）１０：３０～１２：２０　第３回　検数労連１７夏季一交渉


有額回答（日検）平均４５０，１４５円＋α　（全日検）平均396,038円＋α


次回交渉までに算式の再考を含めた上積み修正回答を求める！








第３回検数労連１７夏季一時金交渉





　６月２６日（月）第３回検数労連１７夏季一時金交渉で、両協会から有額回答の提示がされました。





【日検協会　有額回答にあたり】


平成２８年度下期の事業収益は自動車、コンテナ関係は順調に推移したものの、損保関係等が低調になり、結果として横ばいを推移している。また、事業利益は全支部で黒字を計上したものの、平成２８年度の事業利益は、前年対比、計画比でマイナスとなっている。


平成２９年度５月までの収益も落ち込んでおり、先行きが不透明の中で、『労組主張の安定した一時金』を考慮して乗率２.０ヶ月を確保した。


今一時金回答は、従業員の声を最大限

































































１７夏季一時金回答（日検協会）〈要旨〉


支給額（職員、雇員）


（本給＋家族手当）×２.０ヶ月＋都市加算＋α


（196,335円＋8,510円）×2.0ヶ月＋40,445円＋α





全国平均　４５０，１４５円＋α





見習員


｛（本給＋家族手当）×２.０ヶ月＋都市加算＋α｝


×０.８×在籍日数／１８０日





支給日　　　平成２９年７月１０日（月）





支給対象者　平成２９年７月１０日現在、在籍の職員、


　　　　　　雇員、見習員





その他の取り扱いは、従来どおりとする。





























































































































考慮した内容となっており、これ以上の修正回答は困難であることを理解願いたい。





【全日検　有額回答にあたり】


　有額回答の提示にあたり、コンテナ関係で若干の伸びはあったものの、完成自動車や鋼材、雑貨関係の既存業務が落ち込んでいる厳しい状況にある中で、現在の事業環境を勘案し、昨夏をベースに回答構築をした。


　また、先行き不透明のなかでの一時金回答であり、これ以上の修正は困難であることを理解願いたい。





【組合主張】


　組合は両協会から回答を受取り、対角線交渉を行った後、両協会の回答を分析。
























































１７夏季一時金回答（全日検）〈要旨〉


支給額


（本給＋役付）×１.３３ヶ月＋一律＋α


（206,067）×1.33ヶ月＋121,969円＋α


全国一人平均396,038円





一　律　＝　職　員Ａ１７５，０００円


　　　　　　職　員Ｂ１１５，０００円





α　　　＝　調整加算


α　　　＝　特別評価　　５，０００円





見習職員　　全国一律　８０，０００円


（平成２９年４月１日入社）





準職員　　　半年未満　全国一律　３０，０００円


　　　　　　１年未満　全国一律　６０，０００円


　　　　　　５年未満　全国一律　８０，０００円


　　　　　１０年未満　全国一律１００，０００円


　　　　　１０年以上　全国一律１１０，０００円


契約雇員　　　　　　　全国一律１２０，０００円





支給日　平成２９年７月１０日（月）


　　　　ただし、５銀行営業日前までの妥結意思表明を条件とする。





その他の取り扱いは、従来どおりとする。




































































　次のとおりの主張を行い、次回交渉までに回答の修正を求めました。





【日検協会に対して】


①都市加算については労組要求に応じた回答となっており、一定の評価ができる。


③昨夏比マイナス回答となっており不満である。





【全日検に対して】


①昨夏比プラス回答となっており、一定評価できる。


②乗率について、昨夏比プラス０.０２


ヶ月上積みしており、一定評価できる。


③家族手当・地域年齢手当については、回答算式に入っておらず不満である。


④全日検がこだわり続けている『特別評価』については不要であり、原資の全体配分を求める。
















































































次回交渉


第４回検数労連1７夏季一時金交渉


６月２８日１４時～


各地域闘争委員会および組合員は引き続き注目せよ！





【両協会に対して】


①要求額との関係では未達となっており、上積み修正を求める。



















































































